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はじめに









 71 号「満韓旅行記念号」 明治 40（1907）年 3 月
 73 号 明治 40（1907）年 12 月 樺太紀行
 82 号 明治 43（1910）年 11 月 27 日 北京旅行
 83 号 明治 44（1911）年 3 月 15 日 北京旅行
103 号 大正 6 （1917）年 11 月 28 日 樺太旅行
106 号 大正 7 （1918）年 12 月 20 日 北支那・満州・朝鮮
118 号 大正 11（1922）年 12 月 17 日 山東北支那旅行
121 号 大正 13（1924）年 7 月 10 日 台湾の馘首
日月潭の一日
122 号 大正 13（1924）年 12 月 30 日 樺太，北海道旅行
131 号 昭和 2 （1927）年 12 月 26 日 金剛山探勝記
137 号 昭和 4 （1929）年 11 月 満鮮旅行日記
146 号「満州特輯号」 昭和 7 （1932）年 12 月 25 日
154 号 昭和 10（1935）年 12 月 15 日 満鮮紀行
164 号 昭和 14（1939）年 11 月 30 日 鮮満旅行記


















『西受大日記』［2］を見てみると，大正 8（1919）年 7 月 8 日に提出された「学習院学生西伯
利満洲方面旅行ニ付便宜供与ノ件」［3］には，学習院長北条時敬から陸軍大臣田中義一への文













可／相〔求〕候間可然便宜ヲ与ラレ〔度〕也」［12］とあり，7 月 24 日に東京を出発したのか敦
賀を出発したのかは不明である。また，7 月 24 日から 24 日間かけて行なわれる修学旅行の

































































































































































7 月 8 日に学生 10 名がシベリア満鮮旅行に行くための依頼状を提出したことは「庶務課
日記」『西受大日記』で一致している。しかし，8 月 6 日には，シベリア汽車の出発の可能
性がないために引率者である安楽・大谷から引き返す旨の電報が来ている。そして，11 日
には学生たちは帰国し，大谷がその報告をしている。『西受大日記』にある当初の予定では，
学習院の一行は，8 月 6 日には長春に滞在していることになる［16］。しかし，『庶務課日記』
























目加田家文書の「哈爾浜より「オムスク」まで　章勲夫」には，8 月 9 日からの記事で「ハ
ルビンでは給料の支払い通貨問題のため東清鉄道現業員は全線に渉り，同盟罷業し，一週一







だが，この少し前，7 月 1 日から 7 月 3 日に『横浜貿易新報』に掲載された「日貨排斥魂
胆（一～四）」には，「日貨ボイコット運動より全市罷業運動に至る」［20］とある。さらにこの





る大同盟現出の恐れあり」［22］とある。この他にも，とくに 6 月と 7 月に各地で罷業運動（ス
トライキ）が盛んにあったことがわかっている。これらの新聞記事から，罷業運動が排日運
動にかかわっていることがわかる。それは，いうまでもなく，3 月 1 日に朝鮮半島で始まっ








































て之れが予防方法を講し…（以下略）」［26］とある。この記事からは，8 月初頭から 10 日までの
間にコレラの感染が拡大し，また，軍でも予防講習がおこなわれるなど，現地のみならず日
本にもその状況が伝えられていたことがわかる。この状況は「哈爾賓市会議員ノ選挙ニ関ス
ル件」［27］においても，本来 8 月 10 日に実施する予定であった市会議員選挙がコレラのため


















新聞記事は広告も含めて全部で 129 件である［39］。これに対し，前年大正 7（1918）年のコレ
ラ関係の記事はその 2 割にも満たない 22 件，翌年大正 9（1920）年は，半数に満たない 58
件であった。また，1919 年の上半期に「猖獗」「指定」「続発」の文字が多いこと，2 月 5 日
の「安政の虎疫以上各人注意すべし」などの記事から，コレラの蔓延が予見されること，そ
してコレラ蔓延が長引きそうであることが伝えられている。さらに，8 月 11 日「満洲虎疫
益蔓延」，8 月 13 日の「渡満団体一時差止」の記事があり，その他，8 月 9 日鉄嶺，8 月 10














■期間：7 月 17 日-8 月 13 日
■行き先〔満洲教員視察旅行〕
大連，旅順，奉天，京城


































































































































［ 3 ］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C07060964000，大正 9 年 5 月其 3「西受大日記」（防
衛省防衛研究所）
［ 4 ］　1916 年から 1926 年まで学習院に在職した。1916 年に講師，1920 年に教授となった。この他，
学習院では，教務課長，輔仁会副会長などを務めた。
［ 5 ］　1872 年生まれ。1900 年から 1934 年まで学習院に在職した。この時，既に教授であった。









［13］　「庶務課日記」大正 8 年 7 月 8 日条。学習院アーカイブス所蔵。
［14］　「庶務課日記」大正 8 年 8 月 6 日条。学習院アーカイブス所蔵。
［15］　「庶務課日記」大正 8 年 8 月 11 日条。学習院アーカイブス所蔵。
［16］　表 2 を基にすると，8 月 6 日は 14 日目になるはずであり，一行は長春に到着する予定であっ
た。
［17］　『東京朝日新聞』1919 年 8 月 19 日朝刊 5 頁（朝日新聞記事データベースより）。なお，印字が
潰れ読めない箇所は，■で示した。
［18］　国立公文書館デジタルアーカイブ，平 15 財務 00019100，大正 8 年「目賀田家文書第 11 号」
［19］　『時事新報』1919 年 8 月 12 日（神戸大学附属図書館デジタルアーカイブ，新聞記事文庫より）
［20］　『横浜貿易新報』1919 年 7 月 1 日-3 日（神戸大学附属図書館デジタルアーカイブ，新聞記事文
庫より）
［21］　『東京朝日新聞』1919 年 6 月 12 日朝刊 3 頁（朝日新聞記事データベースより）。





［26］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C06032093100，大正 8 年 6 月 16 日「西受大日記」（防
衛省防衛研究所）
［27］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.B12082525500，大正 8 年 9 月 8 日「清国諸港居留地関
係雑件　第二巻」（外務省）
［28］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.B11090523300，大正 8 年～大正 9 年（1919-1920）「西
比利亜経済援助関係雑件／衛生材料供給（陸軍委嘱ノ分）」（外務省）







［31］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.B12082409200，大正 8 年 8 月 20 日「各地検疫予防関
係雑件　第五巻」（外務省）
［32］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.B12082409500，大正 8 年 8 月 27 日「各地検疫予防関
係雑件　第五巻」（外務省）
［33］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.B12082409600，大正 8 年 8 月 30 日「各地検疫予防関
係雑件　第五巻」（外務省）




［36］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12082413900，大正 9 年 2 月 16 日「丁抹司法省ニ於
テ本邦諸港ヲコレラ流行地ト指定ノ件」「各地検疫予防関係雑件　第六巻」（外務省）
　　　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12082414800，大正 9 年 6 月 20 日「瑞典商務院ノ神
戸ヲコレラ流行地ト指定ノ件」「各地検疫予防関係雑件　第六巻」（外務省）
　　　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12082415700，大正 9 年 7 月 23 日「芝罘海関ニ於テ
台湾及長崎ヲコレラ流行地ト認定ノ件」「各地検疫予防関係雑件　第六巻」（外務省）。
［37］　長谷川怜「満州を旅した学生たち　――　旧制学習院の満州修学旅行を事例として」『世界の蒐
集』（学習院大学東洋文化研究叢書，山川出版社 ，2014 年，p. 324「学習院の海外修学旅行一
覧」）には大正 9（1920）年に台湾に修学旅行に行ったとあるが，論者は見いだせなかった。
［38］　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12082415900，大正 9 年 7 月 29 日「支那ヨリ朝鮮ヲ
経テ本邦ニ入ル旅行者ニ対シ下関其ノ他ニ於テコレラ特別検疫施行方ニ関スル件」「各地検疫予
防関係雑件　第六巻」（外務省）
　　　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C03025354700，大正 9 年 9 月 5 日「済南市内支那人に
虎列剌発生せしに付検疫開始の件」「大正 11 年 「歐受大日記 自 08 月至 09 月」（陸軍省）。
［39］　『東京朝日新聞』および『大阪朝日新聞』（朝日新聞記事データベースより）。
（むとう　ながこ　　学習院大学国際研究教育機構 PD 共同研究員）
